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	カタログ番号: AMM81341
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、β-1,3-ガラクトシルトランスフェラーゼ（β3GalT）遺伝子ファミリーのメンバーです。このファミリーは、異なるドナー基質（UDP-ガラクトースおよびUDP-N-アセチルグルコサミン）と異なるアクセプター糖（N-アセチルグルコサミン、ガラクトース、N-アセチルガラクトサミン）を用いて多様な酵素機能を発揮するII型膜結合型糖タンパク質をコードしています。β3GalT遺伝子はショウジョウバエのBrainiac遺伝子と遠縁であり、タンパク質コード配列は単一のエクソンに含まれています。β3GalTタンパク質には、β4GalTタンパク質やα3GalTタンパク質には見られない保存配列も含まれています。これらの酵素によって合成される糖鎖はタイプ1型と呼ばれ、β4GalT酵素はタイプ2型の糖鎖を合成します。タイプ1型とタイプ2型の糖鎖の比率は、胚発生中に変化します。配列類似性により、beta3GalT遺伝子は少なくとも2つのグループに分類されます。beta3GalT4と他の4つのbeta3GalT遺伝子（beta3GalT1-3、beta3GalT5）です。この遺伝子は、リボソームタンパク質S18遺伝子に近接し、テロメアからセントロメアに配向しています。コードされているタンパク質の機能は、ガングリオシド系糖脂質生合成に限定されています。
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	-
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	PANC-1（1）、PC-3（2）細胞溶解物に対するB3GALT4マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	B3GALT4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した PANC-1 細胞のフローサイトメトリー分析。

